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研
究
ノ
ー
ト

田
村
俊
子
と
汪
精
衛

―
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
の
三
編
の
詩
を
め
ぐ
っ
て

黒　

澤　

亜
里
子

　

従
来
、
中
国
時
代
の
田
村
俊
子
の
活
動
は
、
瀬
戸
内
晴
美
著
『
田
村
俊
子
』
（
文
藝
春
秋
社
、
一
九
六
一
年
）
な
ど
の
伝
記
的
な
記
述

に
頼
る
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
検
証
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
現
在
刊
行
中
の
田
村
俊
子
全
集
（
黒
澤
亜
里
子
監

修
・
編
集
、
全
九
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
）
に
よ
っ
て
、
新
た
な
作
品
が
数
多
く
発
掘
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
俊
子
の
仕
事
が
し
だ
い
に
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
「
脂
粉
の
女
作
者
」
、「
落
魄
の
老
作
家
」
と
い
っ
た
固
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
、
帰
国
後
、

中
国
時
代
を
つ
な
ぐ
新
し
い
視
点
か
ら
俊
子
の
仕
事
の
全
体
像
を
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
の
年
末
に
、
汪
精
衛
〔
注
１
〕 

が
田
村
俊
子
に
贈
っ
た
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
（
そ
う
し
ょ
う
ろ

う　

し
し
こ
う
）
』
中
の
三
編
の
漢
詩
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

　

一　

時
代
背
景

　

田
村
俊
子
〔
注
２
〕 

が
、
厳
重
な
警
戒
が
敷
か
れ
る
上
海
の
「
汪
公
館
」
（
愚
園
路
一
一
三
六
弄
三
一
号
）
を
訪
問
し
た
の
は
、
日
中

戦
争
の
さ
な
か
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
二
月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
雑
誌
『
改
造
』
の
派
遣
記
者
と
し
て
汪
精
衛
を

取
材
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

当
時
、
「
徹
底
抗
日
派
」
の
蒋
介
石
に
対
し
、
「
和
平
派
」
の
中
心
と
目
さ
れ
た
汪
精
衛
の
人
気
は
高
く
、
戦
争
の
長
期
化
に
倦
み
は

じ
め
た
日
本
国
内
で
は
、
「
時
の
氏
神
」
、
「
東
洋
の
巨
人
」
と
も
て
は
や
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
汪
は
、
蒋
介
石
の
も
と
で
国
民
党
の
副

総
裁
を
し
て
い
た
が
、
水
面
下
で
日
本
側
と
の
交
渉
を
重
ね
、
ひ
そ
か
に
重
慶
を
脱
出
（
一
九
三
八
年
十
二
月
十
八
日
）
、
同
十
二
月
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二
十
二
日
に
近
衛
文
麿
首
相
が
発
し
た
第
三
次
声
明
（
「
善
隣
友
好
、
共
同
防
共
、
経
済
提
携
」
）
に
呼
応
し
、
重
慶
の
蒋
介
石
に
対
し
て

「
和
平
反
共
救
国
」
を
呼
び
か
け
る
「
艶
電
」
（
同
月
二
十
九
日
付
）
を
発
し
て
い
た
。

　

俊
子
の
訪
問
時
に
は
、
汪
精
衛
は
「
南
京
新
政
府
」
樹
立
に
向
け
た
日
中
間
交
渉
の
た
だ
中
に
い
た
。
汪
の
周
辺
に
は
つ
ね
に
暗
殺
の

危
険
が
あ
り
、
汪
公
館
周
辺
に
は
物
々
し
い
警
戒
が
敷
か
れ
て
い
た
。
ハ
ノ
イ
滞
在
中
に
起
こ
っ
た
暗
殺
未
遂
事
件
（
一
九
三
七
年
三
月

二
一
日
）
で
は
、
腹
心
の
曾
仲
鳴
が
重
慶
政
府
の
派
遣
し
た
藍
衣
社
の
メ
ン
バ
ー
に
射
殺
さ
れ
、
妻
の
陳
璧
君
も
銃
弾
を
受
け
て
負
傷
し

て
い
る
。
こ
の
時
、
汪
は
隣
の
部
屋
に
寝
て
い
て
無
事
だ
っ
た
が
、
か
つ
て
の
国
民
党
六
中
全
大
会
の
狙
撃
事
件
（
一
九
三
五
年
）
で
は

汪
自
身
が
三
発
の
銃
弾
を
受
け
て
い
る
。

　

奇
し
く
も
、
俊
子
が
訪
問
し
た
十
二
月
二
十
二
日
は
、
一
年
前
に
第
三
次
近
衛
声
明
が
出
さ
れ
た
当
日
に
あ
た
る
。
こ
の
時
、
汪
ら
と

影
佐
機
関
の
和
平
交
渉
は
最
終
局
面
に
入
っ
て
い
た
。
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
の
最
終
交
渉
を
経
て
、
「
日
支
新
関
係

調
整
要
項
」
（
協
議
書
）
の
最
終
案
が
合
意
さ
れ
た
の
は
、
俊
子
の
訪
問
の
数
日
後
、
十
二
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、

翌
年
三
月
三
十
日
、
汪
精
衛
を
代
表
と
す
る
「
中
華
民
国
南
京
政
府
」
が
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
（
以
上
の
背
景
と
田
村
俊
子
と

の
か
か
わ
り
の
詳
細
に
つ
い
て
は
黒
澤
亜
里
子
に
よ
る
解
題
「
中
国
時
代
」
『
田
村
俊
子
全
集
』
前
出
、
を
参
照
の
こ
と
）
。

　

こ
う
し
た
背
景
と
併
せ
て
考
え
る
と
き
、
俊
子
と
の
面
談
の
際
に
、
汪
精
衛
が
み
ず
か
ら
の
漢
詩
集
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』 

を
俊
子
に
贈

呈
し
た
こ
と
は
、
文
人
政
治
家
ら
し
い
き
わ
め
て
含
蓄
に
富
む
行
為
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
俊
子
と
い
う
女
性
取
材
者
へ
の
個
人
的
な
配

慮
や
サ
ー
ビ
ス
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
当
時
の
緊
張
し
た
情
勢
の
中
で
、
日
本
の
知
識
人
読
者
や
、
政
権
側
の
交
渉
担
当
者
に

対
し
、
自
己
の
本
心
、
政
治
的
な
決
断
を
暗
示
的
に
伝
え
る
意
味
も
含
め
て
、
き
わ
め
て
高
度
な
外
交
的
行
為
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
だ
っ

た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

俊
子
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
集
は
、
暗
殺
さ
れ
た
曾
仲
鳴
を
編
集
人
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
汪
は
こ
の

詩
集
を
贈
る
に
あ
た
り
、
自
分
の
好
き
な
三
つ
の
詩
に
印
を
つ
け
て
渡
す
と
い
う
心
遣
い
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
詩
は
、
制
作

年
代
自
体
は
古
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
南
京
新
政
府
樹
立
に
向
け
て
動
き
出
し
た
、
当
時
の
汪
精
衛
の
立
場
や
心
境
と
併
せ
て
大
変

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
若
き
日
に
清
朝
要
人
の
暗
殺
を
企
て
た
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
、
死
を
覚
悟
し
た
獄
中
で
の
心
境
、

死
ん
だ
盟
友
へ
の
思
い
、
大
事
に
臨
み
、
水
に
乗
り
出
す
小
舟
の
孤
独
や
、
澄
み
渡
っ
た
鏡
の
よ
う
な
心
境
、
自
己
の
運
命
へ
の
従
順
等
々
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で
あ
る
。
以
下
に
、
汪
精
衛
が
示
し
た
三
つ
の
詩
の
出
典
お
よ
び
大
意
を
紹
介
し
た
い
。

二　

『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
の
典
拠

　

『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
最
初
の
単
行
本
、
曾
仲
鳴
編
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
、
小
休
集
（
上
・
下
）
』
を
は
じ
め
、
以
下
の

五
つ
の
主
要
な
版
が
あ
る
。
俊
子
が
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
曾
仲
鳴
編
集
の
初
版
（
一
）
で
あ
る
。

　

一
、
曾
仲
鳴
編
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
、
小
休
集
（
上
・
下
）
』
、
民
信
公
司
刊
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
。

　

二
、
黒
根
祥
編
集
校
本
、
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
、
「
掃
葉
集
」
を
増
補
』
、
大
北
京
社
、
一
九
四
一
年
三
月
。

　

三
、
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
三
巻
（
「
小
休
集
」
、
「
掃
葉
集
」
を
増
補
）
、
中
華
日
報
社
、
一
九
四
一
年
八
月
。

　

四
、
陳
群
編
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
三
巻
（
中
華
日
報
版
を
増
削
）
、
澤
存
書
庫
刊
、
一
九
四
二
年
三
月
。

　

五
、
汪
首
席
遺
訓
編
纂
委
員
会
編
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
（
「
三
十
年
以
後
作
」
一
巻
を
増
補
）
、
一
九
四
五
年
五
月
。

　

最
後
に
挙
げ
た
「
汪
首
席
遺
訓
編
纂
委
員
会
編
」
の
刊
本
は
、
汪
精
衛
没
後
、
初
め
て
主
要
な
作
品
を
網
羅
し
た
全
本
で
あ
る
。
こ

の
他
に
も
汪
の
妻
で
あ
る
陳
璧
君
に
よ
る
書
写
本
『
陳
璧
君
獄
中
手
抄
本
』
（
台
湾
東
呉
大
学
図
書
館
蔵
）
や
遺
族
に
よ
る
増
補
版
の

他
、
多
く
の
版
が
あ
る
。
本
稿
が
、
主
と
し
て
参
照
、
引
用
し
た
の
は
狂
夢
川
註
解
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
（
天
地
図
書
有
限
公
司
刊
、

二
〇
一
二
年
四
月
初
版
／
六
月
第
二
版
香
港
）
で
あ
る
。

三　

三
編
の
詩
（
「
感
懐
」
「
述
懐
」
「
海
上
」
）
の
大
意

　

先
述
の
よ
う
に
、
俊
子
と
面
談
し
た
際
、
汪
精
衛
は
三
つ
の
詩
に
〇
印
を
つ
け
て
渡
し
た
と
い
う
（
「
汪
精
衛
と
洪
秀
全
を
語
る
」

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
二
月
一
日
発
行
『
改
造
』
第
二
二
巻
第
二
号
に
掲
載
。
訪
問
取
材
記
。
署
名
は
佐
藤
俊
子
）
。
以
下
に
、
そ
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れ
ら
三
編
の
詩
を
引
用
し
、
大
意
を
記
す
。

◇
詩
の
引
用
（
三
編
）

感
懐

士
為
天
下
生
含
亦
為
天
下
死
◦
方
其
未
死
時
含
怦
怦
終
不
已
◦
宵
來
魂
躍
躍
含
一
鶩
三
萬
里
◦
山
川
如
我

憶
含
相
見
各
含
睇
◦
願
言
發
清
音
含
一
為
洗
塵
耳
◦
醒
來
思
如
何
含
斜
月
淡
如
水
◦

 

（
大
意
）
士
は
天
下
の
為
に
生
き
、
ま
た
天
下
の
為
に
死
す
。
ま
さ
に
其
れ
未
だ
死
せ
ざ
る
時
、
怦
々
と
し
て
終つ

い

に
己や

ま
ず
。
宵
来
た
れ

ば
魂
躍
々
と
し
、
一い

つ

に
騖は

す
三
万
里
。
山
川
は
我
が
憶お

も

い
の
如
く
、
相
見
て
各
々
涕
を
含
む
。
願
わ
く
ば
こ
こ
に
清
音
を
発
し
、
一
に
塵

耳
を
洗
う
を
為
す
。
醒
め
来
た
れ
ば
思
い
如
何
せ
ん
、
斜
月
淡
き
こ
と
水
の
如
し
。

述
懐

形
骸
有
死
生
含
性
情
有
哀
樂
◦
此
生
何
所
為
含
此
情
何
所
託
◦
嗟
余
幼
孤
露
含
學
殖
苦
磽
確
◦
蓼
莪
懐
辛

酸
含
菜
根
甘
淡
泊
◦
心
欲
依
墳
塋
含
身
欲
棲
巖
壑
◦
憂
患
來
薄
人
含
其
勢
疾
如
撲
◦
一
朝
出
門
去
含
萬
里

驚
寥
落
◦
感
時
積
磊
塊
含
頓
欲
忘
疏
略
◦
鋒
鋩
未
淬
厲
含
持
以
試
盤
錯
◦
蒼
茫
越
關
山
含
暮
色
照
行
鑑
◦

瘴
雨
黯
蠻
荒
含
寒
雲
蔽
窮
朔
◦
山
川
氣
悽
愴
含
華
采
亦
銷
鑠
◦
愀
然
不
敢
顧
含
俯
仰
有
餘

◦
遂
令
新
亭

涙
含
一
灑
已
千
斛
◦
回
頭
望
故
郷
含
中
情
自
惕
若
◦
尚
憶
牽
衣
時
含
謬
把
歸
期
約
◦
蕭
條
庭
前
樹
含
上
有

慈
烏
啄
◦
孤
姪
繦
褓
中
含
視
我
眸
灼
灼
◦
兒
乎
其
已
喩
含
使
我
心
如
斫
◦
沈
沈
此
一
別
含
閑
有
夢
魂
関
◦



－ 129－ － 128－

哀
哉
衆
生
病
含
欲
救
無
良
藥
◦
歌
哭
亦
徒
爾
含

爬
苦
不
着
◦
針
間
不
見
血
含
痿
痺
何
由
作
◦
驅
車
易
水

傍
含
嗚
咽
聲
如
昨
◦
漸
離
不
可
見
含
燕
市
成
荒
寞
◦
悲
風
天
際
來
含
驚
塵
暗
城
郭
◦
萬
象
刺
心
目
含
痛
苦

甚
炮
烙
◦
恨
如
九
鼎
壓
含
命
似
一
毛
擢
◦
大
椎
飛
博
浪
含
比
戸
十
日
索
◦
初
心
雖
不
遂
含
死
所
亦
已
獲
◦

此
時
神
明
靜
含
蕭
然
臨
湯
陥
◦
九
死
誠
不
辭
含
所
失
但

殻
◦
悠
悠
檻
穽
中
含
師
友
磋
已

◦
我
書
如
我

師
含
對
越
凛
矩
韓
含
昨
夜
我
師
言
含
孺
子
頗
不
惡
◦
但
有
一
事
劣
含
昧
昧
無
由
覺
◦
如
何
習
靜
久
含
輒
爾

心
躍
躍
◦
有
如
寒
潭
深
含
潛
館
自
騰
轢
◦
又
如
秋
飆
動
含
鷙
鳥
聳
以
愕
◦
百
感
紛
相
乘
含
至
道
終
隔
膜
◦

悚
息
聞
師
言
含
愧
汗
駭
如
濯
◦
平
生
慕
慷
慨
含
養
氣
殊
未
學
◦
哀
樂
過
劇
烈
含
精
氣
潛
摧
剥
◦
餘
生
何
足

論
含
魂
魄
亦
已
弱
◦
舘
丸
耿
在
抱
含
涵
泳
歸
沖
漠
◦
琅
琅
讀
西
銘
含
清
響
動
寥
廊
◦

 

（
大
意
）
形
骸
は
死
生
あ
り
、
性
情
は
哀
楽
あ
り
。
此
の
生
何
の
為な

す
所
ぞ
、
此
の
情
何
の
託
す
る
所
ぞ
。
嗟あ

あ

余わ
れ

幼
く
し
て
孤
露
に
し
て
、

学
殖
磽
確
に
苦
し
む
。
蓼
莪
の
辛
酸
を
懐お

も

い
、
菜
根
の
淡
泊
に
甘
ん
ず
。
心
は
墳
塋エ

イ

に
依
ら
ん
と
欲
し
、
身
は
巖が

ん
が
く壑

に
棲
ま
ん
と
欲
す
。

憂
患
来
り
て
人
に
薄せ

ま

り
、
其
の
勢
疾は

や

き
こ
と
撲う

つ
が
如
し
。
一
朝
門
を
出
で
て
去ゆ

け
ば
、
万
里
の
寥
落
に
驚
く
。
時
に
感
じ
て
は
磊ら

い
か
い塊

を

積
み
、
頻と

み

に
忘
れ
て
疎
略
な
ら
ん
と
欲
す
。
鋒
鋩
と
し
て
未
だ
淬さ

い
れ
い厲

な
ら
ず
、
持
し
以
て
盤
錯
を
試
み
ん
と
す
。
蒼
茫
た
る
関
山
を
越
え
、

暮
色
は
行
藁
を
照
ら
す
。
瘴
風
蠻
荒
を
暗
く
し
、
寒
雲
窮
朔
を
蔽
う
。
山
川
の
気
悽
愴
と
し
て
、
華
采
ま
た
銷

し
ょ
う
れ
き

鑠
あ
り
。
愀
然
敢
て
顧
み
ず
、

俯
仰
し
て
餘
作
あ
り
。
遂
に
新
た
に
涙
を
亭い

た

ら
令し

め
、
一
灑さ

い

已す
で

に
千
斛こ

く

な
り
。
頭
を
回め

ぐ

ら
し
て
故
郷
を
望
め
ば
、
中
情
自
ず
か
ら
惕て

き

若じ
ゃ
くた

り
。
尚
、
牽
衣
の
時
を
憶
い
、
帰
期
の
約
を
謬
把
す
。
簫
條
た
る
庭
前
の
樹
、
上
に
慈
鳥
の
啄

つ
い
ば

む
あ
り
。
孤
姪て

つ

襁き
ょ
う
ほ褓

の
中
、
我
を
視
る
眸

ひ
と
み

灼
々
た
り
。
児じ

乎か

其
れ
已
に
喩さ

と

り
、
我
が
心
を
斫く

だ

か
使
む
。
沈し

ん
し
ん々

た
る
こ
の
一
別
、
あ
ま
つ
さ
え
夢
魂
の
噩が

く

あ
り
。
哀
し
い
か
な
衆
生
の

病
、
救
わ
ん
と
欲
す
る
に
良
薬
な
し
。
歌
哭
す
る
も
ま
た
徒
ら
な
り
、
掻
爬
す
る
も
苦
し
み
は
着と

ど

か
ず
。
針
砭へ

ん

は
血
を
観
ず
、
痿い

痺ひ

は
何

に
由
り
て
か
作お

こ

る
。
易
水
の
傍
ら
に
車
を
駆
れ
ば
、
嗚
咽
の
声
昨
の
如
し
。
漸ぜ

ん

り離
見
る
可
か
ら
ず
、
燕
市
荒
莫
と
な
る
。
悲
風
は
天
際
よ

り
来
た
り
て
、
驚
塵
は
城
郭
を
暗
く
す
。
万
象
は
心
目
を
痛
ま
し
め
、
痛
苦
は
炮
烙
よ
り
も
甚
だ
し
。
恨
み
は
九
鼎
の
如
く
壓
し
、
命
は
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一
毛
を
擢ぬ

く
に
似
た
り
。
大た

い

椎つ
い

博
浪
に
飛
び
、
比
戸
十
日
の
索
。
初
心
遂
げ
ず
と
雖
も
、
ま
た
死
す
所
を
獲え

た
り
。
此
の
時
神
明
静
か
に

し
て
、
蕭
然
と
し
て
湯と

う

鑊か
く

に
臨
む
。
九
死
誠
に
辞
せ
ず
、
失
う
所
は
た
だ
軀
殻
の
み
。
悠
々
た
る
檻
穽
の
中
、
師
友
已
に
邈は

る

か
な
る
を
嗟な

げ

く
。
我
が
書
は
我
が
師
の
如
く
、
対
越
し
て
矩く

矱わ
く

を
凛
す
。
昨
夜
わ
が
師
言
え
り
、
孺
子
頗
る
悪に

く

ま
ず
。
た
だ
一
事
の
劣
あ
り
。
昧
々
た

る
に
覚
ゆ
る
に
由
無
し
。
如
何
ぞ
習
静
久
し
く
し
、
す
な
わ
ち
爾

な
ん
じ

の
心
躍
躍
せ
ん
。
寒
潭
深
く
し
て
、
潛
虯

き
ゅ
う

自
ら
騰と

う

轢れ
き

す
る
が
如
き
あ
り
。

ま
た
秋
飆
の
動
き
、
鷙

し
っ
ち
ょ
う

鳥
の
聳お

そ

れ
て
以
て
愕

お
ど
ろ
かす

が
如
し
。
百
感
紛
と
し
て
相
乗
じ
、
至
道
終つ

い

に
隔
膜
た
り
。
悚し

ゅ
そ
く息

と
し
て
師
の
言
を
聞
け

ば
、
愧き

汗
し
て
骸

お
ど
ろ

き
濯
わ
れ
る
が
如
し
。
平
生
慷
慨
を
慕
い
、
気
を
養
う
こ
と
殊
に
未
だ
学
ば
ず
。
哀
楽
劇
烈
に
過
ぎ
、
精
気
潜
ん
で
摧

剥
す
。
余
生
何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
、
魂
魄
ま
た
已
に
弱
し
。
痌
瘝
耿こ

う

に
抱
く
あ
り
、
涵
泳
し
て
沖

ち
ゅ
う

漠ば
く

に
帰
す
。
琅
々
と
西
銘
を
読
め
ば
、

清
響
は
寥
廓
を
動
か
す
。

海
上

明
明
天
邊
月
含
蕩
蕩
海
上
波
◦
白
雲
與
之
潔
含
清
風
與
之
和
◦
有
如
赤
子
心
含
萬
事
相
涅
磨
◦
憂
患
雖
已

深
含
坦
白
仍
靡
它
◦
君
看
寒
光
澈
含
碧
海
成
銀
河
◦
一
葦
縱
所
如
含
萬
里
無
坎
軻
◦

 

（
大
意
）
明
々
た
る
天
辺
の
月
、
蕩
々
た
る
海
上
の
波
。
白
雲
こ
れ
と
と
も
に
潔き

よ

く
、
清
風
こ
れ
と
と
も
に
和
ら
ぐ
。
赤
子
の
心
の
如
き

あ
ら
ば
、
万
事
相
涅ね

つ

ま磨
す
。
憂
患
は
已
に
深
し
と
雖
も
、
坦
白
仍な

お

它た

靡な

し
。
君
看
よ
寒
光
澈て

き

し
て
、
碧
海
銀
河
と
な
る
を
。
一
葦い

縱ほ
し
いま

ま

に
如ゆ

く
所
、
万
里
を
渡
る
に
坎か

ん

軻か

な
し
。

四　

若
干
の
考
察

　

以
上
の
三
つ
の
詩
を
も
と
に
、
不
十
分
な
が
ら
現
時
点
で
の
見
通
し
を
以
下
に
述
べ
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
に
収
録
さ
れ
た
こ
れ
ら
三
つ
の
詩
は
、
「
感
懐
」
、
「
述
懐
」
（
一
九
一
〇
年
）
、
「
海
上
」
（
一
九
二
六
年
）
と
そ
れ
ぞ
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れ
違
う
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
俊
子
が
汪
精
衛
と
面
会
し
た
当
時
か
ら
数
え
れ
ば
、
十
年
か
ら
二
十
年
以
上
も
前
の
詩
作
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
中
戦
争
下
の
上
海
と
い
う
時
間
と
空
間
の
中
で
、
汪
精
衛
自
身
が
印
を
つ
け
（
強
調
／
編
集
）
、
俊
子
に
手

渡
し
た
行
為
に
よ
り
二
次
的
な
意
味
や
つ
な
が
り
が
付
与
さ
れ
、
「
一
九
三
九
年
十
二
月
二
十
二
日
」
の
〈
新
た
な
物
語
〉
が
再
構
成
さ

れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
過
去
、
現
在
、
未
来
を
暗
示
す
る
よ
り
立
体
的
な
物
語
空
間
が
浮
か
び
上
が
る
契
機
と
も
な
り
、
読
解
の

重
奏
的
な
魅
力
が
増
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
「
感
懐
」
、
「
述
懐
」
は
、
若
き
日
の
汪
精
衛
が
清
朝
の
要
人
暗
殺
を
計
画
し
、
投
獄
さ
れ
獄
中
で
書
か
れ
た
宣
統
二
年

（
一
九
一
〇
年
）
の
詩
で
あ
る
。
孫
文
と
と
も
に
辛
亥
革
命
の
大
義
の
た
め
に
身
命
を
賭
す
覚
悟
は
す
で
に
で
き
て
い
た
。
爆
弾
を
も
っ

て
醇
親
王
載
灃
を
狙
っ
た
こ
の
事
件
は
未
遂
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
汪
は
す
で
に
一
度
死
刑
を
覚
悟
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
九

年
の
時
点
で
も
、汪
の
周
囲
に
は
常
に
暗
殺
者
の
影
が
あ
り
、こ
の
年
の
三
月
に
盟
友
曾
仲
鳴
が
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
「
天
下
の
為
に
生
き
、

死
ぬ
士
大
夫
」
で
あ
り
、
愛
国
者
を
理
想
と
す
る
汪
と
し
て
は
、
い
つ
死
ん
で
も
悔
い
は
な
い
心
境
だ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
詩
に
は
、
日
本
と
の
和
平
交
渉
の
調
印
を
数
日
後
に
控
え
、
大
事
に
臨
む
覚
悟
と
不
安
、
孤
独
等
々
の
心
境
が
み
ず
み
ず
し

い
感
情
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
三
編
の
詩
の
最
後
の
「
海
上
」
は
孫
文
と
と
も
に
ハ
ノ
イ
に
亡
命
し
、
そ
の
遺
志
を
継
ぐ
た
め
に
帰

国
す
る
途
上
の
心
境
を
詠
ん
だ
詩
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
五
十
四
歳
と
な
っ
た
汪
自
身
の
当
時
の
心
境
を
重
ね
た
と
思
わ
れ
る
。

月
光
の
下
、
壮
大
な
天
の
川
を
渡
る
小
舟
の
喩
え
（
「
憂
患
は
深
し
と
雖
も
、
初
心
は
決
し
て
変
わ
ら
ず
。
寒
光
澈
す
る
を
看
れ
ば
、
碧

海
は
銀
河
と
な
る
。
進
み
ゆ
く
一
艘
の
小
舟
の
如
く
、
万
里
の
河
を
渡
る
に
坎
軻
な
し
」
）
は
、
自
然
の
風
景
と
心
理
が
一
体
と
な
っ
た

美
し
い
一
節
で
あ
る
。

　

田
村
俊
子
は
、
汪
氏
と
の
面
談
後
に
ホ
テ
ル
の
自
室
で
こ
れ
ら
の
三
編
の
詩
を
読
み
返
し
、
そ
の
感
想
を
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
結
ん

で
い
る
。

　
　

人
生
の
深
さ
を
、
自
か
ら
の
生
命
を
も
つ
て
常
に
は
か
る　
　

汪
精
衛
氏
は
然
う
云
ふ
人
格
を
持
つ
人
で
あ
ら
う
。
政
治
家
と
し
て

で
は
な
く
、
文
人
で
あ
る
氏
の
一
面
を
有
す
る
氏
に
接
し
て
、
私
に
残
さ
れ
た
印
象
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。

　

政
治
家
と
し
て
の
汪
精
衛
の
評
価
は
別
と
し
て
も
、
文
人
汪
精
衛
へ
の
評
価
と
共
感
が
う
か
が
え
る
一
文
で
あ
る
。
『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
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の
も
と
と
な
っ
た
汪
精
衛
の
書
斎
『
雙
照
樓
』
の
名
の
由
来
な
ど
、
こ
の
他
に
も
紹
介
し
た
い
こ
と
は
数
多
い
が
、
次
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

　

本
文
中
に
引
用
し
た
漢
詩
の
修
辞
や
読
解
に
つ
い
て
は
、
王
有
紅
、
王
冉
、
上
里
賢
一
の
各
先
生
か
ら
懇
切
な
ご
教
示
、
ご
指
摘
を
い

た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
、
原
文
の
大
意
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
王
有
紅
氏
、
漢
詩
の
訓
読
に
つ
い
て
は
上
里
賢
一
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

註
〔
１
〕
汪
精
衛
（
汪
兆
銘
の
呼
称
も
あ
る
が
、
中
華
圏
で
は
「
汪
精
衛
」
が
一
般
的
）
は
、
中
華
民
国
の
政
治
家
。
日
本
留
学
中
に
孫
文
の
革
命
思
想
に
触
れ
、
革

命
党
に
入
党
。
辛
亥
革
命
に
よ
り
清
朝
が
崩
壊
し
、
一
九
一
二
年
一
月
一
日
に
中
華
民
国
が
成
立
し
た
際
に
は
、
汪
が
宣
言
文
を
起
草
し
た
と
さ
れ
る
。

一
九
一
七
年
、
孫
文
の
下
で
広
東
軍
政
府
の
最
高
顧
問
を
務
め
る
。
孫
文
の
死
後
、
蒋
介
石
と
汪
精
衛
は
対
立
と
和
解
を
繰
り
返
し
た
が
、
一
九
三
二
年
一

月
に
協
力
し
て
「
南
京
国
民
政
府
」
を
成
立
さ
せ
た
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
の
日
中
戦
争
開
始
後
は
、
「
徹
底
抗
戦
」
派
の
蒋
介
石
に
対
し
、
汪

は
水
面
下
で
日
本
側
と
の
和
平
を
模
索
し
、
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
日
に
「
日
華
協
議
記
録
」
を
調
印
、
十
二
月
十
八
日
、
重
慶
に
疎
開
し
て
い
た
蒋
介

石
の
国
民
政
府
か
ら
離
脱
し
た
。
た
だ
し
、
後
に
汪
が
日
本
占
領
下
の
南
京
で
主
席
代
理
（
一
九
四
〇
年
十
一
月
、
主
席
に
就
任
）
と
し
て
新
政
府
を
出
発

さ
せ
た
の
は
、
重
慶
の
蒋
介
石
と
の
統
一
政
府
を
作
る
可
能
性
を
残
し
た
た
め
と
も
さ
れ
る
。

〔
２
〕
田
村 

俊
子 

（
た
む
ら 

と
し
こ
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
四
月
二
五
日 

― 

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
四
月
一
六
日
） 

は
、
小
説
家
。
佐
藤
露
英
、

佐
藤
俊
子
、
本
名
、
佐
藤
と
し
。
東
京
府
東
京
市
浅
草
区
蔵
前
町
（
現
在
の
東
京
都
台
東
区
蔵
前
）
生
れ
。
代
表
作
は
『
木
乃
伊
（
み
い
ら
）
の
口
紅
』
、『
炮

烙
（
ほ
う
ら
く
）
の
刑
』
な
ど
。
一
九
〇
九
年
に
夫
田
村
松
魚
の
勧
め
で
書
い
た
『
あ
き
ら
め
』
が
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
大
阪
朝
日
新
聞
懸
賞
小

説
一
等
に
な
り
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
、
そ
の
後
「
青
鞜
」
、
「
中
央
公
論
」
、
「
新
潮
」
に
次
々
と
小
説
を
発
表
し
、
人
気
作
家
と
な
る
が
、
し
だ
い
に
創
作
に
行

き
詰
る
。
朝
日
新
聞
の
記
者
鈴
木
悦
と
恋
愛
が
生
じ
、
一
九
一
八
年
、
松
魚
と
別
れ
て
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
移
住
。
悦
と
と
も
に
現
地
の
邦
字
紙
大

陸
日
報
の
編
集
に
参
画
す
る
。
一
九
三
六
年
、
悦
の
死
去
に
よ
り
帰
国
。
一
九
三
八
年
十
二
月
、
中
国
に
渡
り
、
晩
年
は
上
海
で
中
国
語
婦
人
雑
誌
『
女
声
』

を
主
宰
し
た
。


